
【これだけではダメ！】 

     
 

 

 

【あるべき姿】 

 

 ただ単に「売上 11,000 円」と記録するのではなく、 

 ・売上    11,000 円 

 ・現金の増加 11,000 円 

 のように、その裏付けとなる資産についても同時にセットで 

 記録する。それが「複式簿記」の基本的発想です。 

 

 

 

【会計ソフトではこうなっている！（freee の場合）】 

 

                                           

 

これを理解していなくても、 

会計ソフトの指示通りに 

入力していれば大丈夫。 

 

もちろん、そういう場合も 

あります。 

 

但し決算書や試算表、会計帳簿は 

複式簿記というルールで 

作られています。 

 

この複式簿記の基本的発想を 

理解しないままでいると、 

「何がどう間違っているのか」 

「この訂正はなぜ必要なのか」 

という根本が理解できません。 

 

ぜひこれだけは覚えて欲しい。 

そういう基本中の基本です。 

複式簿記の基本的発想 

 
どうしてダメ？ 

毎日きちんと 

記録してるのに。 
 

 

 

だって１つの 

項目しか書いて 

いないでしょう。 

「売上高」などの収益や費用の項目とセットで 

必ずその「裏付けは？性質は？」という項目を 

選ぶようになっています。 


